
　
市
が
開
設
す
る
『
子
ど
も
第
三

の
居
場
所
き
ら
ら
』
が
、
公
益
財

団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
（
東
京
都
）

か
ら
９
５
６
０
万
円
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
９
月
17
日
、

市
役
所
で
助
成
決
定
書
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
は
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
で
、

自
己
肯
定
感
や
人
や
社
会
と
関
わ

る
力
、
生
活
習
慣
、
学
習
習
慣
な

ど
、
将
来
の
自
立
に
向
け
て
生
き

抜
く
力
を
育
む
場
所
の
開
設
運
営

を
行
う
自
治
体
や
団
体
を
支
援
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
き
ら
ら
は
、
生
活
や
学
習
な
ど

に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
て
、
令
和

７
年
２
月
に
運
営
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

き
ら
ら
開
設
に
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
の
助
成
が
決
定

↑�朝日田智昭常務理事（左）から深浦
市長に助成決定書が渡されました
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教育と文化

　
市
内
に
は
、
５
５
０
の
遺
跡

が
存
在
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
は

『
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
』

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
と
は
、
土
中
に

あ
る
文
化
財
の
こ
と
を
指
し
て

い
て
、
市
に
は
、
旧
石
器
時
代

か
ら
近
世
ま
で
の
埋
蔵
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
土
地
の

範
囲
内
で
、
住
宅
建
築
な
ど
の
開

発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に

『
文
化
財
保
護
法
』
に
基
づ
く
届

出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
届
出
が
提
出
さ
れ
た
あ
と
、

文
化
財
係
の
職
員
が
実
際
に
現

地
を
見
て
、
遺
跡
が
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

確
認
調
査
（
試
掘
調
査
）
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
は
、
人
力
ま

た
は
重
機
で
掘
り
下
げ
な
が
ら
、

土
層
の
状
況
や
遺
構
・
遺
物
の

有
無
を
確
認
し
ま
す
。『
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
』
の
範
囲

外
で
あ
っ
て
も
、
場
所
に
よ
っ

て
は
遺
跡
が
あ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
確
認
調
査
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
中
に
埋
蔵
文
化
財
が
発

見
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
事
前
に
文
化
財
係
に
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
を
確

認
し
て
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

開
発
行
為
を
行
う
場
合
は

事
前
に
文
化
財
係
へ
連
絡
を
！

　
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
割
合
は
『
高
齢
化
率
』
と
呼
ば

れ
、
高
齢
化
の
度
合
い
を
示
す

指
標
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
伊

万
里
市
の
高
齢
化
率
は
33
・
８
％

（
９
月
１
日
現
在
人
口
）
で
、
平

た
く
言
う
と
市
民
の
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
人
は
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
に

身
体
機
能
や
認
知
機
能
が
低
下

し
ま
す
が
、
社
会
貢
献
へ
の
意
欲

や
能
力
が
衰
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
も
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
な

ど
、
重
要
な
役
割
を
担
う
高
齢
者

の
姿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
豊
か
な
経

験
と
知
識
を
持
つ
高
齢
者
は
、
か

け
が
え
の
な
い
社
会
の
構
成
員

な
の
で
す
。

　
近
年
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事

故
や
介
護
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
運
転

免
許
証
返
納
後
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
の
不
安
や
、
高
齢

者
夫
婦
世
帯
の
増
加
に
伴
う
老

老
介
護
な
ど
、
高
齢
化
に
よ
っ
て

生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
課

題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
難
し
く
考
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は

『
高
齢
者
の
気
持
ち
を
自
分
に
重

ね
て
想
像
す
る
』
こ
と
で
す
。
人

は
誰
し
も
年
齢
を
重
ね
ま
す
。
あ

な
た
も
未
来
の
高
齢
者
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
の
能
力
や
可
能
性
を

決
め
つ
け
ず
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
今
あ
る
社
会
の
課
題
を
未

来
に
残
さ
な
い
た
め
の
努
力
を

す
る
こ
と
が
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
高
齢
者
の
気
持
ち
を
考
え
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo.273
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↑�大木戸遺跡での確認調査（二里町）
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